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子供向けの講座
「食品添加物のはなし」



子供向けの講座 「食品添加物のはなし」

当所では、食品添加物について正しく

理解してもらうため、食の安全教室として、

市内の小中学校で食品添加物の役割、

表示のルール、安全性などについての講

義や当所の特色を生かした科学実験を

行っています。

今号では、その講座の内容について簡

単にご紹介します。

１．製造、加工に必要
にがり（豆腐用凝固剤）、
ベーキングパウダー（膨張剤）など

２．味、色、香りをよくする
アスパルテーム（甘味料）、カラメル（着色料）など

３．食品を長持ちさせる
ソルビン酸（保存料）、ビタミンＣ（酸化防止剤）など

４．栄養を加える、補う
カルシウム、ビタミンなど

食品添加物の役割

食品添加物の表示

食品に含まれる食品添加物は、

原則、物質名ですべて表示します。

用途名が併記されているものもあり

ます。

表示を見ればどんな食品添加物

が使用されているか確認することが

できます。

＜表示の例＞



水を加えてもうがい薬の色が消えませんが、お茶やビタミンＣ飲料を加え

るとうがい薬の色が消えました。また、ビタミンＣ飲料の方がお茶よりも少な

い滴数で色が消えました。この結果から、ビタミンＣ飲料の方が多くのビタミ

ンＣを含んでいることが分かります。

ビタミンＣにはいくつか役割があり、ペットボトルのお茶には、変色を防ぐた

めの酸化防止剤として、ビタミンＣ飲料には栄養分を手軽に取れるように

するための栄養強化剤として、ビタミンＣが使用されていると考えられます。

食品添加物を用いた科学実験

ペットボトル飲料には、食品添加物としてビタミンＣを使用した製品があり

ます。講座では、身近なうがい薬を使用してビタミンＣの量の違いを確認す

る実験をしています。

うがい薬に含まれているヨウ素とビタミンＣが反応すると、うがい薬の色が消

えることを利用して、うがい薬を入れた試験管に①水、②ペットボトルのお茶

（ビタミンＣの表示のあるもの）、③ビタミンＣ飲料をそれぞれ1滴ずつ加え

ていき、色が消えるまでの量を比べます。

何滴入れたら色が消える？
違いはある？

うがい薬
色が消えた
うがい薬



食品添加物の安全性

＜参考＞
しずおかし食の安全読本「食べ物にまつわる あんなこと こんなこと」
日本食品添加物協会「テンカちゃんの豊かな食卓」

食品添加物は、多くの動物実験の結果、健康にまったく悪影響がでなかっ

た量（無毒性量）の100分の１を１日摂取許容量としています。実際の

食品に使用できる量は、１日摂取許容量よりも更に少なく設定されていま

す。

食品添加物の安全性を考える場合、１日の総摂取量が重要です。

例えば皆さんに身近な塩は、１日6g以下であれば一生摂り続けても体に

影響はありませんが、 10~20gを毎日摂り続けると高血圧や脳卒中、心臓

病などの発症リスクが高くなります。

無毒性量
（100）

1日摂取許容量
（１）

使用基準

どんな食品でも食べすぎは体に良くありません。
バランスの良い食事を心がけましょう！

終わりに

講義や科学実験を行うことで、少しでも子供たちに食についての興味を

持ってもらいたいと考えています。

身近な食について考える良い機会となるよう、これからも工夫を重ね、分か

りやすい講座を行っていきます。


